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約 3500 年前！縄文時代後期の住居跡！
～陸平貝塚確認調査現地説明会～
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さ
る
10
月
26
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
は
長
野
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
長
和
町
の
黒
耀

石
の
ふ
る
さ
と
（
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
友
の
会
の
皆
さ
ん
）
か
ら
の
参

加
や
茨
城
県
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
コ
ー
ス
と
も
重
な
り
、
例
年
に
な

く
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
安
中
小
縄
文
太
鼓

ク
ラ
ブ
の
元
気
な
太
鼓
演
奏
に
は
じ
ま

り
、
海
の
縄
文
・
陸
平
ム
ラ
を
訪
れ
た

山
の
縄
文
・
鷹
山
ム
ラ
と
の
交
流
セ
レ

モ
ニ
ー
、
安
中
音
頭
に
木
原
霞
ば
や
し

の
「
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
」
な
ど
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
民
俗
芸
能
、コ
ー
ラ
ス
、

陸
平
音
頭
、
縄
文
太
鼓
、
ケ
ー
ナ
コ
ン

サ
ー
ト
、
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
、
抽
選

会
が
次
々
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
内
は
火
起
こ
し
や
弓
矢
、
土
笛
、
縄

文
ク
ッ
キ
ー
、
黒
耀
石
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

作
り
、
石
器
の
実
演
、
綿
の
種
切
り
、

絵
手
紙
、
う
た
詠
み
な
ど
を
は
じ
め
、

も
ち
や
豚
汁
、
そ
ば
、
ア
ユ
焼
き
な
ど

た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
模
擬
店
も
並
び

ま
し
た
。
ま
つ
り
開
催
に
あ
た
り
多
く

の
方
か
ら
賞
品
や
協
賛
金
な
ど
で
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

海と山の縄文ムラの交流！

陸平縄文太鼓保存会の演奏

ケーナの音色は陸平貝塚の自然とぴったりかかしコンテスト２位

かかしコンテスト１位

かかしコンテスト３位黒耀石のペンダント作成中！

加曽利貝塚土器作り同好会が
陸平の土器を製作実演

安中に伝わる安中音頭 木原の祇園にかかせないおはやし ペッタン！ペッタン！
地元の安中米でもちつき。おいしいよ！

〈
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
〉

１
位　

よ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
！
ウ
ィ
ス
パ
ー
参
上
！

社
会
福
祉
法
人
美
し
の
森
「
虹
の
里
」

２
位　

ジ
バ
ニ
ャ
ン
（
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
）

安
中
育
成
会

（
坂
部
嘉
凛
・
坂
部
友
麻
・
石
神
凛
桜
・
富
田
麻
央
・

梅
澤
こ
の
み
・
折
寄
あ
み
・
俵
優
衣
・
浅
野
瑞
季
）

３
位　

ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
さ
ん

安
中
育
成
会

（
林
萌
香
・
糸
賀
蒼
唯
・
武
田
空
来
・
安
藤
菜
都
）

〈
俚
謡
コ
ン
テ
ス
ト
〉

優
秀
賞

土
器
の
カ
ケ
ラ
で　

遊
ん
だ
日
々
を

祭
り
太
鼓
が　

呼
び
起
こ
す
（
浅
野　

勉
）

小
学
生
の
部

秋
の
夕
日
が　

貝
塚
て
ら
し

ひ
か
り
輝
く　

お
か
だ
い
ら
（
北
村
莉
奈
）

中
学
生
の
部

秋
の
お
祭
り　

自
然
が
豊
か

心
は
じ
け
る　

縄
文
だ
（
小
泉
真
生
）

日
和
吟
社
賞

秋
の
夕
日
に　

か
が
や
く
稲
は

美
浦
の
味
覚
の　

古
代
米
（
奥
野
智
元
）

～第 17回陸
おかだいら

平縄
じょうもん

文ムラまつり～

海
の
縄

文ムラからは
貝輪

を
… 弓

矢
が
ねらっている

の

は
？
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縄
文
時
代
後
期
の
住
居
跡
確
認
！

陸平貝塚
確認調査
速報！

　

国
史
跡
の
縄
文
遺
跡
で
あ

る
陸
平
貝
塚
の
発
掘
調
査
が

９
月
３
日
〜
28
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、

陸
平
に
貝
塚
を
残
し
た
人
々

の
居
住
の
痕
跡
を
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
事
前
に

筑
波
大
学
の
協
力
を
得
て
調

査
エ
リ
ア
の
地
中
レ
ー
ダ
ー

探
査
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
過
去
の
調
査

デ
ー
タ
を
も
と
に
台
地
の
北

側
に
位
置
す
る
Ｂ
貝
塚
の
縁

か
ら
台
地
中
央
に
か
け
て
ト

レ
ン
チ
を
設
定
し
、
掘
り
進

め
ま
し
た
。
発
掘
調
査
を
終

え
た
時
点
で
の
成
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
縄
文
時
代
後
期
中
葉
・
加

曽
利
Ｂ
式
期
（
約
３
５
０

０
年
前
）
の
住
居
跡
を
初

め
て
検
出

②
縄
文
時
代
中
期
の
遺
構
が

存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る

③
縄
文
時
代
中
期
（
阿あ

た
ま
だ
い

玉
台

式し
き
き期
）
の
貝
層
を
検
出

④
古
墳
時
代
後
期
の
住
居
跡

2
軒
検
出

⑤
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
有

効
性

⑥
Ｂ
貝
塚
の
埋
没
谷
周
囲
に

縄
文
時
代
以
降
の
遺
構
が

密
集
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

陸
平
貝
塚
は
縄
文
時
代
以

降
に
も
人
が
住
ん
で
い
た
た

め
、
調
査
区
内
で
は
時
代
の

異
な
る
住
居
跡
が
検
出
さ
れ

て
判
断
が
難
し
い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
縄
文
土
器
の

出
土
状
況
等
か
ら
当
初
目
的

と
し
て
い
た
縄
文
時
代
後
期

の
住
居
跡
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
あ

く
ま
で
も
住
居
跡
の
確
認
に

と
ど
め
、
今
後
の
調
査
に
つ

な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
終
盤
に
行
っ

た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り

縄
文
時
代
に
は
Ｂ
貝
塚
の
西

側
に
谷
が
入
っ
て
い
た
こ
と

も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
室
内
で
の
整
理
作

業
に
な
り
ま
す
が
経
過
に
つ

い
て
は
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
く
予
定
で
す
。
発
掘
調
査
の

様
子
は
村
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て

い
る
ほ
か
、
現
在
、
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
て
出
土
資
料
の

速
報
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発掘調査前の地中レーダー探査

縄文時代の住居を探して…

沢山の縄文土器が出土！ここは住居と考えられます。

土器が出土してきたので慎重に掘り進めます。

貝を捨てていた頃の陸平の地形をさぐろうと
ボーリング調査。 奥はＢ貝塚の森
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太鼓叩けば落葉が舞って陸平の舞台を盛り上げる　（陸平縄文ムラまつりより）

木の実を使ってクリスマスの飾り作り

陸平の植物で草木染め

さき織りでマイバッグを作ろう！

ミニ門松作り

味噌を作ってみよう

ドングリでかわいい飾りを作りましょう。
◆日　に　ち　12月 21日（日）
◆時　　間　１０：００～１２：００
◆体　験　料　3００円
◆募集人数　先着２０名

梅でストールを染めてみよう。
◆日　に　ち　１月 21日（水）
◆時　　間　９：００～１６：００
◆体　験　料　２０００円
◆持　ち　物　ゴム手袋、昼食、バケツ
◆募集人数　先着１０名

はたおり機で織ったさき織りの生地を使ってバッグを作ります。
◆募集人数　先着１０名　（さき織りとバッグ作りの両方参加出来る方）
◆体　験　料　１５００円
◆内　　容　さき織り（２月）・バッグ作り（３月 12日（木））
　※申込み時に、さき織りの日を予約。（先着で１日につき２名まで）
　　さき織り実施日：２月３日（火）、５（木）、10日（火）、14日（土）、18日（水）。
　　いずれも午前９時～。所要時間は半日～ 1日程度（個人差あり）
◆持　ち　物　昼食、布（さき織り時）、ミシン（お持ちの方。バッグ作り時）

自分だけの門松を作り、新年を迎えましょう。
◆日　に　ち　12月 26日（金）
◆時　　間　９：3０～１２：００
◆体　験　料　5００円
◆持　ち　物　軍手・のこぎり（お持ちの方）
◆募集人数　先着２０名

地元の大豆で味噌を仕込んでみませんか。
◆日　に　ち　２月13日（金）※12月頃お引き渡し。
◆時　　間　９：００～１６：００
◆体　験　料　１５００円
◆持　ち　物　ゴム手袋、マスク、白米1合（昼食用）
◆募集人数　先着１０名

梅 朝 基 礎 落 語

開催場所は美浦村文化財センターです。（美浦村土浦２３５９）
申し込みは文化財センターまで　☎０２９－８８６－０２９１　
※休館日　月曜日（月曜が祝日の時は火曜日も）、年末年始（12/27～ 1/5）
みなさまのご参加をお待ちしております！

文化財センター体験のごあんない文化財センター体験のごあんない

落語を楽しもう！笑いのひとときをどうぞ。
◆日　に　ち　２月 22日（日）
◆時　　間　１３：３０～１５：３０
◆講　　師　好文亭梅朝さん
◆木戸銭無料
◆事前申し込み不要。
　当日お越し下さい。

第９回


